
2023年漁業センサス
試⾏調査に代わる⺠間委託による調査⼿法、調査内容等の検証について（案）

① 分かりやすい調査票、記⼊の仕⽅、ご協⼒のお願い、各種様式、広
報資料等

② 調査の⺠間委託の可能性

③ OCR読み取り精度向上を前提とした調査票レイアウト

④ オンライン調査の利⽤率拡⼤、エラー減少等の精度向上

⑤ 郵送調査の回収率向上

⑥ その他、事業者提案による検証

これまで、新たな調査項⽬設定の適切さや課題、調査労⼒の把握
等を⾏い、その改善策を調査設計に反映させることを⽬的として、
調査前年度に幾つかの⾃治体、農林⽔産省地⽅組織（以下、総称し
て「調査実施主体」という。）において本調査と同様の⼀連の過程
を試⾏的に⾏う試⾏調査を実施してきた。
2023年漁業センサスにおいては、

 所謂「コロナ渦」の影響がいつまで続くか不透明な中での調査
実施主体、調査員、調査対象者等の接触を低減する

 調査実施主体の負担を軽減する
等の観点から、試⾏調査に代えて、⺠間委託による「調査⼿法、調
査内容等の検証」業務（以下、「検証業務」という。）として、請
負事業者による調査実施主体、調査員、調査客体等へのヒアリング
等による課題等の洗い出し、改善案の検討等を実施する。

＜調査関係者へのヒアリングの実施＞
（調査実施主体、調査員、調査対象者へのヒアリング）
 調査票、記⼊の仕⽅、ご協⼒のお願い、広報資料等を分かりや

すくするための課題の洗い出し（⾒直し検討事項の調査項⽬の
把握可否の確認を含む。）

（調査実施主体、漁協へのヒアリング）
 オンラインによる回答率を向上するため、市町村、漁協等にお

けるオンライン回答ブースの設置可否、設置するために必要な
措置の洗い出し

（調査実施主体へのヒアリング）
 郵送調査の効率的な進め⽅、回収率を向上するための取り組み

に関する意⾒聴取

＜関連事業者からの情報収集＞
 海⾯漁業調査漁業経営体調査以外の各調査を⺠間委託する際の受注

可能な業務範囲、費⽤の確認
 調査票のOCR読み取り精度向上するために、調査票印刷業務、調査

票⼊⼒業務の調達時に留意すべき要件と当該要件を⼊れた場合の費
⽤の確認

 オンライン調査の利⽤率を拡⼤するためにスマートフォン、タブ
レット端末を利⽤した回答が可能なシステムとするために必要な要
件、費⽤の確認

 過去の調査請負業者に対する郵送調査の効果的・効率的な督促⽅法、
回収率の向上に資する取組事例の収集

１ ⽬的 ２ 検証業務における検討事項

３ 検証業務の内容

改善案の作成等

資料３



円滑なヒアリングの実施の観点から、以下の地域をヒアリング実施地域の選定から除外する。
① これまで試⾏調査を実施した都道府県及び地⽅組織の配慮（不公平感の解消）から

a. 海⾯漁業調査・流通加⼯調査においては、過去６回分の漁業センサス試⾏調査（第８次〜2018年）及び過去２回分の農林業センサス試
⾏調査（2020年及び2015年）実地道県

b. 内⽔⾯漁業調査においては、過去１回分の漁業センサス施⾏調査（2018年）及び農林業センサス試⾏調査（2020年）実施道県
② 東⽇本⼤震災被災地域（岩⼿県、宮城県、福島県）
③ 島嶼部（離島振興法（昭和28年法律第72号）第２条第１項に基づき指定されている地域等）など

多様な漁業種類を営む経営体、個⼈経営体及び団体経営体を対象とすることができ、海
⾯漁業地域調査、流通加⼯調査に係る検証も可能となるよう、以下を実施地域の候補とし
て選定する。
① 営んだ漁業種類数の多い市町村
② 団体経営体が存在する市町村
③ 海⾯漁業地域調査の調査対象が存在する市町村
④ ⿂市場、冷凍・冷蔵、⽔産加⼯場が存在する市町村

多様な漁業（養殖）種類を営む経営体、個⼈経営体及び団体経営体を対象とすることが
でき、内⽔⾯漁業地域調査に係る検証も可能となるよう、以下をサンプリング検証の実施
地域の候補として選定する。
① 団体経営体が存在する市町村 ※団体経営体（湖沼82経営体、養殖836経営体）が対

象に含まれるようにするため、２と選定優先順位を⼊替
② 内⽔⾯漁業地域調査の調査対象が存在する市町村（湖沼）
③ 営んだ漁業（養殖）種類数の多い市町村

４ 調査関係者へのヒアリング実施地域

太平洋 ：和歌⼭県⽥辺市
⽇本海 ：富⼭県射⽔市
東シナ海：⼭⼝県⻑⾨市
瀬⼾内海：⼤分県⼤分市

＜湖沼＞
霞ケ浦：茨城県稲敷市
三⽅湖：福井県若狭町
東郷池：⿃取県湯梨浜町

＜養殖＞
⼭形県⼭形市
茨城県稲敷市
⿅児島県志布志市

海⾯漁業調査・流通加⼯調査

内⽔⾯漁業調査
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